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値 (pv/NkT)tをビリアル定理 と類似の形で定義 して,これが pt*のみの関数となる｡
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図 1に,緩和 した三例 (実験 Bl,B2, 40
B3)と準安定状態の一例 (実験BO)を
示 した｡安定な流動相 (ァモルフアス状






示 し,実験の全ステップ(10000ステッ 1･0 1･2 p･1･4 1･6
プのうち初期の数百ステップは除いてあ 図 1
る)にっいて平均 した値を示 してある｡ 破線 ･点線は疲和径路を表わす ｡ 破線は実験で
状態が実際に通過した径路を示 し,点線は緩和が完全であるときに通るはずの径路を表
わす｡ 表 1に実験の数値をまとめてある｡それぞれの実験の数値は不安定状態について
は ×印の値 (t-o),準安定状態にっいては○印の値 (平均値 )が示してある｡
表 1
粒子数 N-500
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f面体の, α 角形 (α≧3)の個数を nαとして,その形を整数の集まり(n3n｡n5- )
で表わすのである(ただし誉 nα-f)o指標 (n3n4n5-)の多面体をもっ原子を(n3
n｡n5-)一原子ということにするo 以前の解析 と同様,体心立方格子 (bcc)の多面雇 )
すなわち(0608)原子が結晶的な秩序をもつことがわかった｡また (0446)原子がこの
多面体にもっとも近い環境をもつことから(物性研究 26(1976),B62参照 ), 結晶
核 を前と同様に次のように定義する ;
(1) 核は少なくとも一個の(0608)原子を含む｡
(2) (0608)原子や (0446)原子が一つの (0608)原子に隣接**)しているとき,そ
*) この多面体の規則的なものは一種で空間を埋めつくすoKelviT3卿が石けん膜の研究で,こ
の多面体について研究したことから,Kelvin多面体とも呼ぶことにするC


























成長が調べることが示せる.2) したがって上の核の定義は, bcc,fcc を通 じて統一的
な定義であることがいえる｡
(注)研究会で述べなかった内容も入っていることをお断わりしておきます0
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